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我々は 2004 年 4 月に野辺山ミリ波干渉計を用いた金星大気のイメージング観測を行なった．本観測の目的は，

周波数 115GHz 帯（波長 2.6mm）に存在する一酸化炭素吸収線および金星大気からの熱放射（連続波）を利用して

金星上層大気の風速，温度構造および一酸化炭素や硫酸蒸気などの空間分布を導出することである．金星視直径

24 秒角に対して，干渉計の空間分解能はおよそ 5 秒角であった．分光相関器として狭帯域高分散分光相関器およ

び広帯域分光相関器を併用した．これにより，吸収線に関しては周波数分解能 32kHz の高分散観測，連続波に関し

ては広帯域分光相関器の両側波帯を用いた 103GHz 帯と 115GHz 帯の同時観測に成功した．本講演では初期解析の結

果について発表する． 

初期解析の段階では，115GHz 帯連続波の輝度温度分布に関して金星昼面の赤道上空において輝度温度が約 30K

減少する結果が得られている．この周波数帯での輝度温度には，高度 50-60km の気温分布および吸収物質である硫

酸蒸気や二酸化硫黄の分布が反映される．高度 50-60km 付近での気温が水平面内で一様であると仮定すると，前述

の輝度温度差からは昼夜間で硫黄化合物の分布に差が有ることが示唆される．今後の解析では放射伝達モデルを利

用し，昼夜間の大気構造の差を定量的に導出することを試みる．一酸化炭素吸収線中心部分での輝度温度分布では，

夜面で約 100K の輝度温度減少が見られた．これは夜面上層大気（高度 90-95km）に一酸化炭素が濃集している為

と考えられる．また，ドップラーシフトを利用した風の場の測定では，昼面から夜面に向かう風が確認された．引

き続き上層大気中の一酸化炭素分布および気温分布をリトリーバル解析し，定量的な風速の導出を行なっていく． 


